
BRATとISATの調査結果ですがコイル術の方が優勢のようです。 

上の段が開頭術で下段がコイル術の成功率です。 



血管が分岐している部位が圧がかかり易く 
動脈瘤が生じ破裂の危険もあります。 



開頭術の手順です。 



コイル術の手順です。 
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